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諏訪湖天然ガス田（湖南地区）ガス付随水中の有機物について（牧　真一・比留川貴）
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　有機窒素量は，α35～a12mg／1の測定値を示し，大

1体1％の含有量であるといいうるので，他のガス田の

値と大差ない。

　1有機炭素／有機窒素比は，工oc．7の24．5が特に大

きい。しかし大部分のガス付随水では10・・18の値であ

り，温泉水ではLoc．2以外は10『以下と小さい。有機

炭素と有機炭素／有機窒素比の関係を第3図1弓示す。こ

の関係図で見られるように有機炭素の多いガス付随水に

有機炭素／有機窒素比は大である。同様にNH4＋一N，

total　CO2－Cとの関係図を第4，5図に示す。NH4＋一N，

total　CO2－Cとも有機炭素と同様に，それらの量の多い

ものに有機炭素／有機窒素比は大である傾向があること
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　　　　　　　　　8。結　　言

　メタン系天然ガス生成過程を究明するには水溶性有機

物の実体を把握することが重要である。このことはま

た，ガス田の地化学調査法にも関連する問題と思われ

る。今回の調査研究は山形ガス田と比較検討することを

目的とし，第四紀ガス田の地化学的一般性の確認でもあ

る。調奪研究結果のうち水溶性有機物の量ならびにC／

N比がガス田の中、O、部のガス付随水に大であることは

地化学調査の一方法として使用可能ξ思われる。

　また有機物から生成されたと考えるガスならびに無機

物と水溶性有機物について，炭素，窒素ならびに・C／N

とふら，メタン系天然ガス生成過程について検討を行な

った。なお前述したようにガスならびに水り拡散，移動

などの問題が残されており，今後の研究によってより正

確な結果を得たいと考える。

　　　　　　　　　　　　　（昭和35年3月調査）
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